
ＰＡＺ内即時避難困難者（在宅者）の屋内退避、避難

 在宅の即時避難困難者（34人）については、無理な避難は行わず、放射線防護機能を付加した施設へ屋内
退避しながら、適切な搬送体制の確保を待って避難
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未調整（既存の屋内退避用の
施設無し）

避難困難者（入院患者、施設入所者）の各段階における動き

警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態

適
切
な
搬
送
体
制
の
確
保
が
整
っ
た
後

<屋内退避の準備>

• 放射線防護対策施設へ
福祉車両で搬送

<屋内退避の実施>

• 放射線防護対策を行っ
た区域でそのまま退避

<屋内退避の継続>

• 放射線防護対策を行った
区域でそのまま退避を継
続

• 放射線防護装置を起動

• 避難に伴うリスクを軽減する
ために、避難先となる広域福
祉避難所での受け入れ準備や
搬送手段の確保など避難体制
が整ってから広域避難を実施

• 福祉車両、バス、ヘリコプ
ター等の避難手段については、
各施設が自ら確保できる避難
手段の他は、島根県が、国、
関係機関の協力を得て確保し、
市と連携しながら各施設に手
配



施設敷地緊急事態要避難者（入院患者）の各段階における動き

警戒事態
（EAL1）

施設敷地緊急事態（EAL2）
全面緊急事態
（EAL3）

<避難の準備>

<避難方法>

• 各病院で定められた避難計画に基づき、島根県が示すルートに従い避難
• 入院患者の避難先については、必要となる病院の機能や病床の種別など様々であり、入院患

者の状況も異なることから、スムーズに避難先が確保できるよう、あらかじめ島根県が関係
機関及び隣接県と合意した調整方法に基づき、入院患者の病態に応じた避難先病院（島根原
子力発電所から30km圏外に設置する病院）を確保

• なお、避難に伴うリスクを軽減するために、避難先となる病院での受け入れ準備や搬送手段
の確保など避難体制が整ってから広域避難を実施

<避難手段>

• 福祉車両、バス、ヘリコプター等の避難手段については、各病院が自ら確保できる避難手段の
他は、島根県が、国、関係機関の協力を得て確保し、市と連携しながら各病院に手配

（避難済）

ＰＡＺ内施設敷地緊急事態要避難者（入院患者）の避難
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 鹿島病院は放射線防護対策施設であるため原則屋内退避を行うが、避難が必要な入院患者は、警戒事態の段
階で避難の準備を行い、施設敷地緊急事態の段階で避難

 入院患者の避難先となる病院は、あらかじめ島根県が関係機関及び隣接県と合意した調整方法に基づき、入
院患者の病態に応じた避難先病院を確保

 福祉車両、ヘリコプター等の避難手段については、病院が自ら確保できる手段の他は島根県が確保
 鹿島病院の避難計画は策定済

病 院

【避難元】 【避難先】

福祉車両、バス、救急車、ヘリ等

病院避難ルート

病院
避難先

病院



施設敷地緊急事態要避難者（施設入所者）の各段階における動き

警戒事態
（EAL1）

施設敷地緊急事態（EAL2）
全面緊急事態
（EAL3）

<避難の準備>

<避難方法>

• 各社会福祉施設にて定められた避難計画に基づき、広域福祉避難所へ直接避難
• なお、避難に伴うリスクを軽減するために、広域福祉避難所での受け入れ準備や搬送手段の確

保など避難体制が整ってから広域避難を実施

<避難手段>

• 福祉車両、バス、ヘリコプター等の避難手段については、各施設が自ら確保できる避難手段の
他は、島根県が、国、関係機関の協力を得て確保し、市と連携しながら各施設に手配

（避難済）

ＰＡＺ内施設敷地緊急事態要避難者（施設入所者）の避難
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 施設敷地緊急事態要避難者のうち施設入所者124人（放射線防護工事未実施の８施設）は、警戒事態の段階
で避難の準備を行い、施設敷地緊急事態の段階で避難

 施設入所者は、一般の避難所より生活環境が整った広域福祉避難所へ直接避難
 福祉車両、ヘリコプター等の避難手段については、各施設が自ら確保できる避難手段の他は島根県が確保
 全ての入所社会福祉施設において個別の避難計画を策定済

社会福祉
施設

【避難元】 【避難先】

バス、福祉車両、ヘリ等

避難ルート

社会福祉施設

（入所施設）

広域

福祉避難所



ＰＡＺ内施設敷地緊急事態要避難者（在宅者）の避難
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 在宅の施設敷地緊急事態要避難者558人は、警戒事態の段階で避難の準備を行い、施設敷地緊急事態の段階
で避難

 在宅の施設敷地緊急事態要避難者は、一般の避難所より生活環境が整った広域福祉避難所へ直接避難
 福祉車両、ヘリコプター等の避難手段については、各施設が自ら確保できる避難手段の他は島根県が確保

自 宅

通所施設

在宅の施設敷地緊急事態要避難者の各段階における動き

警戒事態（EAL1） 施設敷地緊急事態（EAL2）
全面緊急事態
（EAL3）

<避難の準備>

<通所施設から帰宅>

• 通所施設利用者
については、時
間的に余裕がな
い場合等を除き、
警戒事態の段階
で通所施設から
帰宅

<避難方法>

• バス避難が可能な避難行動要支援者は、バス等によって避難経由所へ避難した後、広域福祉
避難所へ。

• バス等による避難が難しい避難行動要支援者は、市、支所・地区災害対策本部に支援要請を
行い、屋内待避を継続し、避難手段が確保された後、福祉車両等で避難経由所へ避難した後、
広域福祉避難所へ。

（避難済）

徒歩等

【避難元】 【避難先】

バス等

避難ルート

福祉車両、救急車、ヘリ等

避難ルート

自宅

一時

集結所

避難

経由所

広域

福祉

避難所

自宅



施設敷地緊急事態要避難者（安定ヨウ素剤服用不適切者等）の各段階における動き

警戒事態（EAL1） 施設敷地緊急事態（EAL2）
全面緊急事態
（EAL3）

<避難準備>

<避難方法>

• 自家用車による避難を原則とするが、自家用車による避難が難しく、自ら若しくは他の支援
により移動が可能な方は、各地区毎に定められた、バス等によって避難するための集合場所
となる一時集結所に徒歩等によって集結し、避難先自治体の避難経由所へ避難

（避難済）

ＰＡＺ内安定ヨウ素剤服用不適切者等の避難

 安定ヨウ素剤の服用により副作用が生じるなど服用不適項目に該当する者（安定ヨウ素剤服用不適切者）や
３歳未満の乳幼児及び保護者は、安定ヨウ素剤を服用せず施設敷地緊急事態の段階で避難

 自家用車による避難を原則とするが、難しい場合は、一時集結所に集結し、バスにより避難

自 宅
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自家用車

徒歩等

徒歩等

【避難元】 【避難先】

避難ルート

バス等
自宅

一時

集結所

避難

経由所
避難所

自宅



一般住民（自家用車等で避難）の各段階における動き

警戒事態
（EAL1）

施設敷地緊急事態
（EAL2）

全面緊急事態（EAL3）

<避難の準備>

<避難方法>

• 自家用車による避難が可能な方は、各地区毎に定められた避難ルートを通って、避難先自治体の
目的地（施設）となる避難経由所へ移動

• なお、渋滞の抑制や避難先での駐車場確保の観点から、原則乗り合わせ
• 移動中は、急な放射性物質の放出に備え、車内への外気侵入防止など放射性物質を可能な限り取

り込まない対応を行いながら避難することとし、安定ヨウ素剤服用指示があれば安定ヨウ素剤を
服用してから避難

• 避難経由所到着後、駐車場誘導員の指示に従い駐車を行った後、避難所説明要員の指示に従い、
開設済みの避難所へ移動

<市が定めた避難先以外に避難する際の留意事項>

• 自家用車避難の場合、親戚知人宅等、市が定めた避難先以外に避難することも想定されるが、避
難のタイミングは市の避難指示によるものとし、避難完了後は安否確認のため所在地を市に連絡

• また、避難措置が行われている際は広域に交通規制が実施されているので、避難ルートはあらか
じめ市が定めた避難ルートを基本として市外へ避難した後に、各自の避難先へ移動

ＰＡＺ内一般住民の避難 ①（自家用車）

 避難は、原則自家用車等を利用
 各地区ごとに定められたルートを通って、避難先自治体の「避難経由所」へ移動
 避難経由所で指示を受け、開設済みの避難所に移動
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自 宅

自家用車 徒歩等

【避難元】 【避難先】

避難ルート
自宅

避難

経由所 避難所



一般住民（バスで避難）の各段階における動き

警戒事態
（EAL1）

施設敷地緊急事態
（EAL2）

全面緊急事態（EAL3）

<避難の準備>

<避難方法>

• 自家用車による避難が難しい方は、各地区毎に定められた、バス等によって避難するための集
合場所となる一時集結所に徒歩等によって集結し、県が確保するバス等による避難手段により、
避難先自治体の避難経由所へ避難

• 移動中は、急な放射性物質の放出に備え、車内への外気侵入防止など放射性物質を可能な限り
取り込まない対応を行いながら避難することとし、安定ヨウ素剤服用指示があれば安定ヨウ素
剤を服用してから避難

<避難手段>

• 集団避難におけるバス等の避難手段は、県が国、関係機関の協力を得て確保し、市と連携しな
がら一時集結所や学校など必要な場所に手配

<避難経由所から避難所への移動>

• 自家用車避難と同様に、避難経由所到着後、駐車場誘導員の指示に従い駐車を行った後、避難
所説明要員の指示に従い、開設済みの避難所へ移動

ＰＡＺ内一般住民の避難 ②（バス）

 自家用車による避難が難しい場合は、バスで避難
 集合場所となる一時集結所へ集結し、県が確保するバス等により避難先自治体の「避難経由所」へ移動
 避難経由所で指示を受け、開設済みの避難所に移動
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自 宅
徒歩等 徒歩等

【避難元】 【避難先】

避難ルート

バス等
自宅

一時

集結所

避難

経由所 避難所



ＰＡＺ内で必要となる輸送能力
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 施設敷地緊急事態で必要となる輸送能力は、想定対象人数約3,163人について、バス57台、福祉車両207台
 全面緊急事態で必要となる輸送能力は、想定対象人数1,127人について、バス25台

車両乗車対象、必要時期、必要台数 ※１

ＰＡＺ

施設敷地緊急事態 全面緊急事態

乗車対象 乗員数
支援
者数

バス※２
福祉車両※３

(車椅子)
福祉車両※３

(ｽﾄﾚｯﾁｬｰ)
バス※２

福祉車両
(車椅子)

福祉車両
(ｽﾄﾚｯﾁｬｰ)

一般住民 1,127人 - - - ２５台 - -

児童生徒等 1,874人 187人
４６台※４

（生徒等1,874人＋
職員187人）

- - - - -

即時避難困難者 34人 34人 - -
３４台※5

（即時避難困難者34人＋
支援者34人）

- - -

施設敷地緊急事態要避難者 - - -

入院患者※6 - - - - - -

施設入所者※7 110人 22人
３台

（入所者85人＋
職員9人）

１２台
（入所者24人＋

職員12人）

１台
（入所者1人＋

職員1人）
- - -

在宅者 451人 451人
８台

（要支援者178人＋
支援者178人）

１１４台
（要支援者227人＋
支援者227人）

４６台
（要支援者46人＋
支援者46人）

- - -

計 3,596人 694人 ５７台 １２６台 ８１台 ２５台

※１ 数値は、「原子力災害時における避難方法等の実態把握調査」等による。
※２ バスは１台あたり４５名程度の乗車を想定。
※３ 福祉車両（ストレッチャー仕様）は１台あたり１名、福祉車両（車椅子仕様）は１台あたり２名の避難行動要支援者を搬送することを想定。
※４ 保護者への引き渡しによりその分必要車両台数は減少すると見込まれる。
※５ 在宅の即時避難困難者（避難により健康リスクが高まる者）及びその支援者を屋内退避施設に搬送。
※６ 放射線防護対策が講じられている鹿島病院の輸送に必要な車両は、福祉車両（車椅子仕様）１７台［入院患者33人＋職員17人］、福祉車両（ストレッチャー仕様）

117台［入院患者117人＋職員117人］が必要。当該病院については、７日間の屋内退避が可能。
※７ 放射線防護対策が講じられている６つの社会福祉施設の輸送に必要な車両は、バス４台［入所者146人＋職員15人］、福祉車両（車椅子仕様）３６台［入所者71人

＋職員36人］、福祉車両（ストレッチャー仕様）26台［入所者26人＋職員26人］が必要。これらの施設については、７日間の屋内退避が可能。




